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フィリピンの「カラマンシー」

学名： Citrusmadurensis L. 

［ミカン科： RUTACEAE]

英語名： Calamondinorange, Philippine Lemon 

フィリピン名： Kalamansi

和名：四季橘 （しききつ）

カラマンシーはフィリピン特有の柑橘で、果実は沖縄特産のシーク

ワーサーや徳島特産のスダチに似た直径2.5~4cm程度の球形。果肉

は淡いオレンジ色で果汁は多く 、酸味が強く 、甘味はない。流通品は

成熟前の青果が主体だが、やや黄色を帯びた果実も市場に出回る。

主に料理の味付けやジュース原料として一般家庭やレストランで広

く使用される。加工品の主体はジュースで僅かにジャム、ピューレも

ある。最近ではドライフルーツも登場した。ジュースの輸出先はアメ

リカ向けが中心だが、近年、日本への輸出も増加傾向にある。

栽培面積は全国でおよそ2万haとみられ、南タガログ地域 （ルソン）

が約半分を占める。乾燥に弱いため乾期が明瞭でない地域での栽培が

有利である。

北ミンダナオ・北ラナオ州では、200戸の農家が500haの水田をカ

ラマンシー栽培に転換し、剪定・枝打ち等の適切な栽培管理を行うこ

とでha当り20トンという高収量と周年供給体制を整え、稲作より高

い収益性をあげている。農協組織を結成して2~6月の端境期にマニラ

やセブといった大消費地へ出荷している。

（第一事業部渡辺哲）
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Iセミナー ・シンホジウム 1

本稿は（社）海外J農業1開発協会がフィリヒ

ンJ煤業開発促進セミナーを上る 3月 4 11に

開催（アジア会館）したおりの溝師、北村 ，

成氏の滋狐を編集したも(/) （文L＇i編北部）

ただいまご紹介に預かりましたユニグリー

ンインコーポレーテッド代表の北村一成です。

本日は時間の許す限り 、「観葉植物輸出LF

業の展開」というテーマにしたがって、私の

フィリヒ°ンでの経験をお話させていただきま

す。皆様方にとって少しでも参考になれば幸

です。

1)事業の概要

ユニグリーンインコーホレーテッドは、観

葉植物の生産、 輸出、卸し販売を目的と して

1994年にフィリヒンで設立された 100％外

賓の会社です。

ユニグリーンインコーポレーテッド

代表 北村一成氏

フィリピンにおける

観葉植物輸出事業の展開

設立当初は、自己臼金だけで殷場の開発や

投賓を行っていましたが、規模拡大の必要を

感じた 1996年、このセミナーを主催されて

いる海外殷業開発協会 (OADA)の協力を得

て国際協力事業団（現国際協力機構： J1CA)

の民間投融資資金を導入しました。その後、

紆余曲折はありましたが、 何とか視在まで業

務を拡大、継続してまいりました。社員は約

llO名、日本人は私以外1名を数えるだけで、

他は100％フィリヒ ン゚人で逓営しています。

商品の主な販売先は、 日本の植物専門の輸

入商社が中心ですが、最近はオランダ、デン

マーク、カナダ、アメリカなど欧米向けの輸
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出も増えています。現在、農場は2ヵ所に配

置しています。一つはマニラの南80km、バ

タンガス州の低地に位置する約 5万坪

(16.5ha)の農場、もう一つはマニラから北

へ 350km、高原都市バギオ市の山間（海抜

1,200m)に約 1万坪 (3.3ha)の農場があり

ます。

低地と高地の両方に農場を開設したのは

植物の生育適温を考えての計画で、熱帯系の

ものは低地の高温地域で栽培しております。

バギオの方は夏でも 30℃を越さず、 2月は夜

温が 9℃まで下がりますので、かなりの温帯

性植物の栽培ができます。柿が生育できるよ

うな気候なのです。

当社の主要生産品目は、日本の農家が必要

としている観葉植物や花の苗です。低地のバ

タンガスでは、これら植物の親木を含めて遮

光条件ドで管理しています。日本の施設栽培

で利用される遮光ネットは、フィリヒ°ンでは

台風の影響を強く受けて耐用年数が極端に短

くなってしまいますので、当社農場では“魚

網”を使用し、内張りに日本、あるいは台湾

から輸入した遮光ネットを使っています。ま

た、施設には経費を抑えるため、できるだけ

国産材の利用に努めております。魚網を支え

るパイプも農業用のものではなく水道管です。

栽培用のポットにつきましてはセブで日本の

規格に適合するものが生産されていますので、

これを購入しています。雑草の繁茂を抑え、

除草労力の軽減のために敷いているグランド

カバークロスは輸入品です。

バギオでは幼苗を生産、出荷しています。

各植物のリードタイムが6~10週と分れてい

ますので、ここで発根した苗をすぐにパッキ

ングして全呈を航空便で出荷しています。

2)商品の市場

私どもは観葉植物や花の苗の原点となる

材料、苗を生産し、専門商社を通じて輸出し

ております。この方式を「国際リレー栽培」

と呼んでおりますが、多くの皆様には馴染み

のない業態なのではないでしょうか。こうし

た仕事をしている人たちは、アジア、アフリ

カ、中南米には数多く、日本は世界中からこ

れらの業者を通じて様々な植物を輸入してい

るのです。市場規模で見ますと、花の球根 ・

種子、観葉植物などが約240億、ラン、バラ、

トルコキキョウなどの切り花が約250億、植

物全体では約500憶円ほどです。

EU市場灌出されている観葉植物の額は

11億ユーロ、約 1,500億円規模で、第一位の

供給国であるケニアの輸出額は200億円以上

に達しています。次いでイスラエル、コスタリ

力、コロンビア、アメリカ、ジンバプエと続

きます。中南米、アフリカは苗類の生産国と

してEUのリレー栽培にとって重要なパート

ナーとなっています。

2000年当時、日本が輸人した花の球根・種

子、観葉植物などは金額で216億円、根付き

苗だけの鼠で6,000トン。ケニアが生花、観

葉植物苗などの輸出で200億円相当の外貨を

獲褐している実績を考えますと、私どもが現

在フィリヒ ン゚で取り組んでいる事業は日本市

場をつなぐ苗の供給基地になってもおかしく

ない。事業分野として潜在力があると見るの

は、そうした位置づけによります。

3)フィリヒ ン゚の優位性

私は、フィリヒ°ンでの事業を始めるに当た

って農業生産がもつ様々なメリットについて

思いを巡らせましたが、最たるものは生もの

を扱う当社にとって地理的に近いというのが

魅力でした。東京ーマニラ間は航空便で約 4

時間ですから、出発日の午後、農場まで人れ

ば、翌日の夕方、帰国する国内出張のような

時間ですむ。私どものお客様の中にはこうし

た日程で来られる方がいらっしゃいます。

船便では日本まで7~10日間で、ほとんど

の主要な港には直行便が出ています。中米の

コスタリカの場合、約2週間かけて大ものを

ヨーロッパに輸出している例があります。こ

の2週間という期間は、植物がコンテナ内の
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条件下で対応できる限度とされていますが、

実際例がありますので、当社でもゆくゆくは

航空便に加え船喉でも完成品に近い付加価値

の高い大ものを日本に出そうと考えておりま

す。40フィートリーファーコンテナで2,500

ドル、コスタリカからは 3,500~4,000ドル

です。中米からは4週間かかりますので、商

品によりますが、多くの場合、植物を船便で

運ぶのは物理的に無理だと思います。

航空運賃はフィリヒ°ンから日本まで 1kg

当たり1.8~2ドル、ヨーロ ッパからは3.2ド

ル、中米からは3.3ドルですから、航空運賃

はかなり競争力があります。

次に人件費をとりあげます。農業の一般労

働者の場合、最低賃金は工業に従事する者よ

り大方低く設定されています。私の農場があ

る地域では195ペソ、 1ペソ 2円で計算しま

すと日当 390円になり、これが労働省の規定

する最低賃金です。農場の管理職になります

と月給 3~4万円程度です。学卒者であれば

英語での会話に不自由しませんから、通訳を

介して教えるといった煩わしさがありません。

ただし、この国は昔から労働組合が組織化さ

れ、非常に強いので、この点に関しての留意

は必要でしょう。

4)事業形態

現在の投資法では、外国人もしくは外国企

業は士地を所有できません。土地は総て借地

です。借地料はバタンガス周辺の灌漑施設の

何もない畑地でlha、1年間で2~3万ペソ、

日本円で約 4~6万円ですから比較的安い。

道路を作り、付帯設備への投資が借地での農

業生産にはつきものです。農民は長期間の借

地を嫌いますから、契約期間は最長で 5年、

まれに 10年というのもありますが、この程

度の契約年限があれば農業事業の展開は可能

だと判断しております。出資比率がフィリヒ°

ン側が 60%、外資が 40％の合弁会社はフィ

リヒ°ンの国内企業とみなされますので、農地

ですと最大5haまで所有できます。

一般にサトウキビの粗収入がlha当たり 4

万ペソ、約8万円と言われています。これを

考慮すると私どもの扱う観葉植物など他の作

物を導入できるのではないでしょうか。下請

けを開発するポテンシャルがあると感じてい

ます。ただ、灌漑用水との関係などから利用

価値の高い良い土地を捜すのが容易でないの

も現実です。

当社の高地にあるバギオ農場は、もともと

周辺に土地が少ないこともあって、多くの依

託生産者を使って、自社農場で最終加工して

おります。低地に所在するバタンガスでは、

直営の大規模な農場で、原料から最終製品ま

での一貫生産を行っております。

前者の組合スタイルの場合、既存の作物以

上の利益が安定して得られれば、作物を転換

する農家が増えると思いますが、キーポイン

トはバックアップ、サポートのシステムです。

農家に対する技術的支援はもちろんのこと、

資金面での支援が重要になってきます。農家

が規模を拡張する時、不足する資金を手当て

し、農家のローン相当分を差し引いて全址を

買い付けるといった方式は、当社が実際に現

地で行っている一例です。

資金が不足しがちな農家への委託方式で

輸出用の商品を生産しようとする場合、資金

的なサポートは不可欠です。

5)輸出競争力（ペソ・中国・商品開発）

今まで述べてきた要素に加え、輸出競争力

の強弱も重要です。その意味でフィリピン通

貨であるペソの為替変動も重大な関し事にな

ります。現在、ペソは対ドル・円ともに弱含

みで推移しております。数年前まではタイバ

ーツとほぼ変わらない価値でしたが、ここに

きて下落が続き、 2円を切ってしまいました。

私がフィリヒ ン゚に赴任した 1990年ごろは、 7

~8円でしたので 10数年の間に3分の 1か

ら4分の 1までドがったことになります。輸

出競争力という点からみれば、有利要因であ

り、私どものような輸入材のインプットの少
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ない業種であれば恩恵にあずかれる部分はあ

るものの、原油代金の高騰から波及するプラ

スチック材、梱包材などの値上がりを考えま

すと一長一短です。国内市場に重点を置く企

業では、国内市場が低迷しているだけに問題

をいっそう難しくしております。

日本へ向けてのフィリヒ ン゚の競争力を計ろ

うとする場合、中国、アセアン諸国の動向が

気になるところです。去年の 10月に中国の

同業他社を 10ヵ所ほどじっくり回る機会が

ありましt~その時の結論めいた感じを先に

言わせていただきますと、フィリヒ°ンの競争

力がまだ十分にあるという点です。

理由は次の諸点です。第ーは、中国のロジ

スティック、国内の横持ちが高い。例えばト

ラック 1台分の荷が集まらないと、香港まで

運ばないといったぐあいに、ここらあたりの

整備が進んでいないこと。

第二は、言われているほど人件費が安くな

い。フィリヒ°ンの半額くらいかと想像してい

ましたが、現場での聞き取りでは3割安。こ

の程度の差であれば生産性の改善や付加価値

の高い商品に特化するなどの工夫で対抗でき

ると思いましt~当社の売上に占める人件費

の割合は22％ですので、その3割は決して小

さな数字ではないのですが、改善の余地あり

と見ています。

第三は、商品の址と品種が極端に偏ってい

る。売れ筋のものは市場価格が崩壊するまで

大贔に作って売りぬけるという安定性を欠い

た動向が顕著です。2008年の北京オリンピッ

クを控え、国内の街路樹や観葉植物の需要は

堅調で、しかも国際市場より値が高いため、

現在のところ、国内業者は外資のナーサリー

も含め、国内市場に目を向けています。

現状では、日本の市場ニーズに対応できる

体制を整えるまでにいたっていないようです。

植物の世界に関する限り中国の発展は、巷間

言われているほどの著しい進歩があるように

私の眼には映りませんでした、今少し時間が

要るのではないでしょうか。

これがバギオの農場で作った、ほとんど完

成品に近い当社の製品で、かなり生産のスタ

イルを変えてきましt=.o要は、いかに日本で

のリードタイムを短くして生産の回転率を上

げるか。海外でリレー栽培に携わるには、全

体にかかる費用を考慮しつつ、生産者の売上

を如何に増やすか。この点に目を向けなけれ

ば事業の継続は難しいでしょう。これは完成

品です。この段階まで農場で作り込みます。

これはもう、苗という感覚ではありません。

この状態で日本にもって来て2週間養生した

ら、すぐ出荷するという体制を作ろうとして

います。これは水耕栽培の完成品で、航空便

で輸出しています。今の製品を、裸の鉢で送

り、日本で化粧鉢に入れてすぐ販売させるの

です。

これらの植物の世界では競争相手は中国

だけでなく、中米も世界の有数な植物の輸出

国であります。これは2年ほど前にコスタリ

カで撮った写真です。「幸福の木」と呼ばれる

ドラセナの原木を輸出する農場で、規模は

120haです。次は中国のパキラの苗生産、と

150haパキラの農場です。この農場では、主

に女性ですが加工作業に多くの労働力を投入

しています。中国は将来的には強大な競争相

手になるのでしょうが、先ほども申し上げた

ように人件喪も特段安いわけではなく、輸送

賃までも含めた全体としてのランニングコス

ト、つまり、生産者の手にわたった時のコス

トは必ずしも安くありません。農業生産に関

しては、現段階ではフィリヒ ン゚の競争力はそ

れほど強いものではありません。

6)フィリヒ°ンで学んだこと

ユニグリーンが設立されたのは 94年です

が、その前の4年間、小規模ながら別会社を

運営していました3 この事業は失敗し、会社

は清算に追いこまれましt=.oこの失敗も含め

たフィリヒ ン゚での経験から学んだ、さまざま

なリスクの回避策をいくつかご紹介します。
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第ーは、どんなに小さくても国内市場の販

売を確立することです。輸出できるだけの品

質と贔があれば国内市場ではかなり優位に立

てますし、国内市場の方が多くの場合、価格

が良く、効率面で優れていると思います。第

二は、日本だけを市場と思わず積極的に他の

市場を開発することです。市場が比較的安定

している欧米とのバランスをうまくとる考え

も大切です。第三は、競争力、安定性をもた

せるため、他にない独自の商品、技術をもっ

ことです。第四は、農業の特徴に鑑み、 1ヵ

月で収穫できる短期作物だけを追いかけない

ことです。1ヵ月、 1年、 5年先の収穫を見込

んで短期、中期、長期の作物を組み合わせて

同時進行で栽培する必要があります。短期と

中期の作物でなんとか資金をまわす、 5年後

に長期作物が収穫期に入った時には、キャッ

シュフローが最大化し、経営基盤が安定化し

はじめます。

最後に、バイヤーとサプライヤーの双方が

リスクを応分に負担する関係について述べさ

せていただきます。双方にとってジョイント

ベンチャーのパートナーのような関係に発展

するのが望ましいでしょう。私どもはバイヤ

ーの親木を管理し、苗として供給する。バイ

ヤーは当社農場をかれらの海外農場として位

置付けるといった関係です。当社は全て受注

生産で、見込み生産は一切しておりません。

これは、この 10年間に学んだ知恵が「こうし

た形をとるべきだ」と、示唆してくれたからで

す。そして、曲がりなりにも皆様に喜んでい

ただける商品が生産できているのは、フィリ

ピンが潜在的な競争力をもっている証だと私

は思っております。単に人件費が安いという

だけで、その地に流れていくような稚拙な運

営方法をもっての成功は難しいというのが実

感です。付加価値をつけられれば相対的に競

争力を高めますが、競争力をどうやって引き

出すのかが問題です。そのための技址と料歴

史とか経験がともなって初めて“競争力”が

発揮できるのだという前提に間違いがなけれ

ば、人件費、運賃、治安といった現象だけを

捉えて判断はできません。新しい土地で競争

力を生む事業を起こすには、それだけの時間

がかかるものと覚悟しておかなければなりま

せん。5年、 10年は長いようであっというま

に経ってしまいます。その意味では、あと 10

年くらいはフィリヒ°ンで輸出事業を続けてゆ

きたいと考えております。

私に与えられた時間の範囲内で、これまで

の体験をもとに園芸生産 ・輸出事業の話しを

させていただきました。多少でもご出席の皆

さま方の参考にしていただけたら幸いです。

最後になりましたが、今日の当社の事業発

展には、株主をはじめ、 JICA、OADAのご

協力にあずかるところが大きく、この場をお

かりして改めてお礼申し上げます。ただ、

JICAの民間投融資制度が廃止されてしまっ

たのは、返すがえすも残念でなりません。日

本の政府にはこれに代わる制度、これから後

に続く海外で農業分野の事業を展開したいと

考える多くのう若い企業家たちにとっても大

きな支柱を失った感は否めません。

その意味でも従来制度に代わって民間を

バックアップできる支援制度を是非、作って

いただきたいと願っております。私たちは、

支援制度を受けた企業として、その名に恥じ

ぬ事業に取り組んでゆく所存でおります。

ありがとうございました。
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バタンガス＇州の農場（遮光ネット）

バタンガス、州の農場
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水耕栽培の完成品

（日本市場）
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....
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完成品濃場出荷）

半完成品ば農場出荷）

幸福の木（コスタ リカ）
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パキラ生産農場（中国）

パキラ苗の生産（中国）
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当協会が昨年度、ミャンマー、タイ、フィリピンを対象にケナフの栽培、

流通、加工、製品化調査を実施したところ、その後、インドネシアからも調

査協力の要請が寄せられた。

中国、インド等の大きな人口を抱える国が経済的に成長するにつれ、紙お

よびその原料の需要が大幅に増加することが予想されるなか、非木材資源の

生産拡大、多様化といった観点からケナフを紙・ パルプ原料として安定的に

供給する必要性も増してくると考えられる。

ケナフは 1年生植物で、播種から収穫までの期間が半年程度であるため栽

培市業にかかる投下資金の回収サイクルが植林事業に比べて短く、稲藁、バ

ガスといった農業副産物とは異なる計画的生産が可能な繊維原料である。し

かも、土壌や気候への適応力が強いので、栽培可能地を広範に考慮すること

ができるといった特性を備えている。最近では地球規模の温暖化に対する効

率の良い二酸化炭素の吸収源としても注目されている。

当協会はこの要請に基づき、日本向けケナフパルプの輸出を前提にパルプ

原料としてのケナフの栽培•原料供給の可能性および既存施設のケナフパル

プ製造への転用の可能性を検討した。

ケナフは広義には Hibiscuscannabinus L.（英名： Kenaf)と Hibiscus

sabdariffa L.（英名： Roselle)の両者を含めるが、ここでは前者を取り上

げている。本稿は、 2003年 12月、（社）海外農業開発協会がインドネシアを

対象に実施した調査結果の 一部を本誌用に取りまとめたもの。

インドネシア ・ケナフパルプ生産の可能性

（社）海外農業開発協会 第一事業部

ケナフパルプの市場概況

口 世界市場におけるケナフパルプ

現在、世界のバルプ原料のなかでは木材が圧

倒的に多く、その生産品および輸出入取引品は

次頁のとおりに推移している。世界全体では生

産、輸出入いずれも大きな動きはないが、 2000

年から 2001年にかけて中国のパルプ輸入が

44％と大幅に増加している点が注目される。今

後も中国では経済が拡大するにつれ、紙 ・パル

プ・木材チップ、いずれの段階についても需要

が大幅に伸び、輸入呈も増加すると予測されて

いる。
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世界の木材パルプ生産量 単位 ．千トン

暉----,-,,-曇-.,,..,,, 1.9韓,-］,, 恕賃｀祐•：●．t．． ． ． ．加． ~. • .~ ~ ．・・． ~.. • ~り~ ~ ~ ： • :・, ：~・
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四2
59,524 58,362 57,831 53,680 53,569 

23,844 25,382 26,696 25, 110 25,744 

11,447 11,669 12,009 11, 168 11, 729 

10,549 10.693 11,545 11,028 11,382 

6,774 7, 113 7,338 7,436 7,436 

1,816 1,646 3,626 5,482 5,482 

2,240 3,590 3,700 4,075 4,075 

2,210 2,434 2,592 2,668 2,668 

1,973 1, 740 2,215 2,103 2,148 

584 517 474 492 492 

541 444 434 415 423 

159,935 163,623 171. 501 166,485 168,245 

世界の木材パルプ貿易量 単位．千トン

輸..入..量 ＇,. ···,,;~:w; 
輸出量

喀： 加 咽 幻01,>: 勾 嘗 2001 .'羹 集色 恋•9~x ~ヽ

6,596 6,666 6,575 5,816 5,594 5,673 

274 263 266 11,879 11,302 11,805 

144 186 147 1,681 1,699 2, 114 

307 309 387 3,073 3,041 3,377 

348 316 316 3,011 3,333 3,333 

971 787 787 1,356 1. 699 1,699 

4,031 5,814 5,814 51 32 32 

13 37 37 1,835 2, 173 2. 173 

4,063 4,089 4,342 392 439 490 

1. 907 1. 599 1. 576 8 3 8 

3, 193 3,333 3,469 22 23 18 

37,961 39,218 39,665 38,255 38,574 39,668 

出所 FAOSTAT 

リ方、非木材パルプは、ケナフの他にタケ、 は、ワラ 43%、バガス 16%、タケ 8％となって

ワラ、バガスなども含み、木材と非木材を合わ おり、非木材パルプのなかでもケナフの割合は

せたパルプ生産絋全体の 10％程度を占めてい 非常に少ない。国別でみると、 中国で非木材パ

る。生産絋、 比率ともに近年、大きな変動はな ルプの生産鼠が多く、2002年は全世界の生産凪

く安定している。非木材バルプの素材別の割合 の72％以上を占めた。
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非木材パルプと木材パルプ 単位 ：千トン

159,935 

180.369 

11 33 

出所： FAOSTAT

□ 日本のケナフパルブ市場
H本でもパルプの原料は木材が圧倒的に多く、

木材パルプの生産および輸出入蘊は以下のとお

りである。輸入員については 1999年から 2000

年にやや大きな落ち込みがあるものの、生産鼠

は安定して推移している。

ケナフパルプについては、生産 ・輸入ともに

公式の統計資料に表れるほどのまとまった数凪

163,623 

181,926 

10 06 

怠戎加' ,. 恣

19,565 19,812 19,766 

171,501 166,485 168,245 

191,066 186,297 188,011 

10 24 10 63 10. 51 

になっておらず、公式なデータは入手できない

が、非木材紙普及協会は年間3,000トン程度が

輸入されていると推定している。この 3,000ト

ンを 2002年の国内パルプ全使用鼠 (1,331万

2,000 トン＝国内生産絋＋輸入且ー輸出凪 (10

万4,000トン））と比較すると 0.02％に当たり、

極めて少ない。

木材パルプ生産及び輸入状況
1瑯~ ~ • ~ • ~ ~ ~ ~ ~ ~ 

10,590 10,575 

3,267 3,678 

1,451,490 1,824,407 

1錮

10,988 10,971 

3, 166 3,039 

1,494, 182 1,410,296 

このようにケナフパルプが木材パルプに比べ

て極めて低い水準の需要に留まっているのには、

価格競争力の問題がある。上記の木材パルプ輸

入試と輸入額からトン当たり平均価格を求める

と次頁のとおりになる。木材パルプがここ数年、

トン当たり 500ドル以下で推移しているのに対

して、ケナフパルプはトン当たり 1,000ドル近

くで推移している。ケナフパルプの需要は、印

刷用紙、紙コップ、壁紙、包装用紙などで、森

林保全など環境保全への関心から、現状の高コ

ストも受け入れられているが、製品に配合され

！闘5
11, 118 

3,541 3,381 3,405 

2. 769,657 1,853, 165 1,702,860 

冬~ 加の

11,373 10,792 10,792 

3,092 2,624 2,624 

1,855,004 1,247, 789 1,247, 789 

るケナフパルプの割合は、非常に低く抑えられ

ているのが現状である。価格が下がらない限り、

環境問題への関心のみでは大幅な需要増加は望

めない。

また、日本では過去一時的にケナフパルプの

需要が伸びた時期があったが、ユーザー側の計

画的な安定調達の要求に応えられず、結局需要

が萎縮してしまった経緯がある。現在でもケナ

フパルプは安定的に調達できる製紙原料ではな

いという認識が•部で根強く残っており、これ

がケナフパルプの需要の伸びを阻害する原因の
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一つになっている。

木材パルプ輸入価格(CIF)

ケナフパルプの生産技術

ケナフとそれを原料としたバルプおよび紙の

組成 • 特徴については多くの研究報告がある。

これらの特徴を理解することは、ターゲットと

する市場にあわせた品質と価格の製品を作るう

えで不可欠である。

ケナフの組成面での最大の特徴は靭皮と芯

（木質）が全く異なる性質を持っている点であ

る。ケナフのパルプ化法の検討は、この特徴を

理解したうえで進めるのが得策である。

木材パルプに他の素材のパルプを配合する場

合、 一般に 10％以上の配合率になると、最終製

品の紙の品質に影轡を与えると言われている。

例えば、ケナフ紙は 一般の木材繊維を原料とし

た紙に比べて密度が小さく嵩高（低密度）にな

る。この特徴を活かした特殊な紙を開発するの

であればケナフパルプの配合率を高くするのが

望ましいが、 一般洋紙であれば 5％以下の配合

とするのが望ましい。

したがって、ケナフバルプの普及を促進する

には、木材パルプと競争可能な価格で安定的に

供給できる仕組みを作ることが重要である。具

体的には日本着CIF価格で600ドル程度にまで

下げる必要があろう。

口織縫と組成

一般に、非木材繊維は木材に比べてリグニン

が少なく、パルプ化は容易である。ケナフの木

質部には広葉樹並のリグニンがあるが、靭皮部

には比較的リグニンが少ない。このためケナフ

は 一般に易蒸解、易叩解、易漂白だと言える。

ケナフパルプは、靭皮部と木質部（芯部）が

全く異種のもので作られているのが特徴である。

ケナフは 20~25％の靭皮部と 75~80％の木質

部に分かれる。靭皮繊維は細くて長いが、木質

繊維は短い。この特質を考えた場合、パルプ化

の際に、靭皮部と木質部を合わせた全茎を同時

に蒸解する方法、前選別工程で靭皮と木質を分

離して蒸解する方法、両方を同時に蒸解した後

に長繊維と短繊維を分離する方法などが考えら

れる。
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ケナフの組成

9 29 

9 39 

33. 77 

2 79 

19 58 

クラーソンリグニン.（..％,....、）”• 20 01 

隣ロセ庄←ス（％量員 77 08 
出所 ：ALPHA,May 1992 

芯部 ：靭皮部＝6037 : 39 63 

□ パルプ化法
ケナフのパルプ化法については、多くの研究

報告の中でその長所短所が指摘されている。パ

ルプ化法には機械パルプ化法、化学パルプ化法、

セミケミカルバルプ化法等が有効である。

印刷筆記用紙をターゲットとして晒しパルプ

を生産するには、 化学パルプ化法で生産し、リ

グニンをしつかり除去する必要がある。 化学パ

ルプの製法としては、硫酸塩法（クラフトパル

プ＝サルフェイトバルプ）、亜硫酸法（サルファ

イトパルプ）、ソーダ法がある。木材のパルプ化

法はクラフト法がt流で、日本における化学パ

ルプの中でクラフトパルプ (KP)は 97％を占

めている。このように KPが主流である理由に

は以下のような点が挙げられる。

・廃液からの薬品および熱の回収法が完成して

いること

・幅広い樹種に適応できること

・漂白が比較的容易であること

しかし、蒸解薬品として硫化ソーダを使用す

るため、硫化水索、メチルメルカプタンなどの

悪臭除去の課題もある。

ケナフをクラフト法、中性亜硫酸ソーダ法、

ソーダ法の 3つの化学パルプ化法でパルプ化し

13. 15 10 82 4 45 1 55 

13. 16 10 88 6 03 3 13 

29.38 32 03 17 41 22 15 

2 45 2 66 2. 62 2 02 

14 08 17 40 13.05 23 33 

9 68 15.92 26. 79 22 82 

78 24 77 54 77 10 81 50 

て、手抄きシートを作成し、木材のKPと比較

している報告書がある。それによると 3つの化

学パルプ化法のうち、中性亜硫酸ソーダ法によ

るものが最も歩留まりが良いが、破裂強度、裂

断長、引裂強度の強度品質は、他の 2つの方法

に若干劣っている。木材パルプとの品質比較に

おいては、ケナフパルプは広葉樹パルプより強

度が侵れており、引裂強度を除けば、針葉樹の

KPに匹敵すると 言われている。別の報告苔に

よれば、上記の 3つの方法のうち、中性亜硫酸

ソーダ法が収率、強度ともに最高で、広葉樹パ

ルプより優れ、針葉樹パルプに匹敵する品質を

持っている。

また、ケナフはリグニンが少ないため、ソー

ダアントラキノン法で蒸解できるという報告も

ある。クラ フト法に比べて、硫化水素、メチル

メルカプタンなどの悪臭物質の問題も解決され

る。亜硫酸ソーダ法については亜硫酸ガスの発

生および薬品の回収という問題があるため、ソ

ーダアントラキノン法を推奨している。アント

ラキノンを添加するのは、ソーダのみでは木質

部が十分に蒸解できないためである。最適な蒸

解条件は次のとおりとされている。
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ソーダ添加絋 20％（対ケナフ）．

液比 1 : 6 

アントラキノン添加絋 0.1% 

加熱温度 170℃ 

ケナフパルプは蒸解薬品使用絋が少なく、蒸

解時間も短い。このため、ソーダアントラキノ

ン法では強度の強いパルプが得られる。また慄

白も容易で、晒し薬品も少なくて済む。他の非

木材素材と比較して黒液のシリカ含有且は小さ

いので、薬品回収は従来の方法で行うことがで

きる 。 しかし、蒸気発生•発電のための樹皮は

存在しないので、補助燃料が必要となる。

口品質

ケナフ靭皮繊維は比較的長く、細胞壁が犀＜、

Iレーメンが小さいため、引裂きと剛度の向上に

寄与する。木質部の繊維は短く、細胞壁は薄く、

ルーメンは大きい、このため引張り、破裂に寄

与する。ケナフのセルロース含駄は靭皮部

57.45%、木質部 46.3%、全茎に換算すると

50.7％である。リグニンは靭皮部8.8%、木質部

20.87％である。このため靭皮部のほうが歩留ま

りは良い。通常、全茎からの慄白パルプの収率

は41％以上である。ケナフのペクチン（多粧類）

含絋は全体で2.82%、靭皮 4.55%、木質2.59%

である。ソーダの消耗も 16~18%(Na20換算）

と比較的高い。ケナフのシリカの含有絋は他の

非木材素材と比べて低い。 KPの黒液（廃液）

中の Si02は 0.43／リットルである。黒液のカ

ロリーは 3,200~3,400Kcal/kgSolidである。

ケナフ全茎バルプは水和性が良く、叩解が容易

である。ケナフの手抄きシートでLBKP（広葉

樹さらしクラフトバルプ）と比較してみると、

ケナフのほうが嵩高である。紙力は同等である

が、濾水性が悪く、透気性も劣る。易叩解性で

あるがゆえに、叩解が進むと繊維のフィブリJレ

化と同時に繊維の短小化も進む。したがって、

叩解は引っ張り強度の向上には寄与する一方、

微細繊維の増加は紙の表面強度を低下させ、印

刷適正に悪影響を与える。また、叩解の進行で

細胞が潰れ、紙の不透明度が低下し、透気度が

嵩くなる。これは吸油度の悪化を招く恐れがあ

る。このようなトラプルを回避するためには、

調成工程でパルプの叩解性を活かしたレファイ

ニングと表面強度を向上させるために、内添、

外添のサイズ剤の選択が重要である。

ケナフの繊維形状

19.231 17.341 18.28141.10 - • 21. 32 

三150 I 3. 60 
出所 ：ALPHA,May 1992 

ケナフを原料とした紙は店点であり、手肉感

のある種独特な風合いを与える。ケナフ手抄

: : 3: :: I 1 : :: I 1 : : 

きシートの紙質の分析表を以下に掲げる。
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ケナフ手抄きシートの紙質(Phoenix社タイ）

100 

゜97 7 
0 529 

口 全茎パルプの品質と用途

ケナフパルプの生産技術で既述したとおり木

材パルプに他の素材のパルプを配合する場合、

一般に 10％以上の配合率になると、そのパルプ

特有の性質が最終製品の紙の品質に表れる。ケ

ナフパルプは品質的には LBKPに近いとはい

うものの、いくつかの長所と短所をあわせもっ

5 1 

91 1 

35 

11 

3 

70 50 30 

30 50 70 

99.9 102 1 98. 7 

0 529 0 52 0 556 

4. 7 5 1 5. 2 

91. 5 91 87.5 

33 27 27 

12 ， 12 
3 3 4 

ているため、従来の一般洋紙への配合率は 5%

以下にすることが望ましい。また、ケナフの特

徴を活かした新たな洋紙を開発するのであれば、

配合率は 30％以上とすることが望ましいと考

えられる。

アメリカ産ケナフによる手抄きシートの概要

岱硲・'磁淡泌蕊 盛啄．． ，i51 

100 

゜59.9 
0.65 

78.3 

76. 9 

41.2 

6. 2 

89 

53 

66 

出所 ：熱帯林保全のためのケナフ

ケナフパルプと木材パルプの配合割合を変え

て紙質試験を行った結果によれば、ケナフパル

プは通常の木材パルプに比べて、水和性、易叩

解性が良く、叩解が進むと粘状になり紙の不透

l l 
60 40 

゜40 60 100 

61 1 61 4 61 3 

0 66 0 67 0 63 

78 1 78 8 78 6 

74 5 72 7 70 

44 8 45 51 2 

6 6 6 99 7.26 

123 141 170 

113 177 356 

211 227 720 

明度が低下する。透明度が高いといった非常に

特異な性質を持っており、それが配合紙の紙質

に影蓉しているとしている。木質部と微細繊維

と髄および柔細胞のためにケナフパルプ紙は不
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透明度が低下し、印刷時の表面強度の低下を招

く。これらの性質はケナフパルプの配合には限

界があることを示しており、印刷用紙では 20

~40％が配合率の限界と考えられている。しか

し、紙の種類によってはこれらの特徴は長所に

なる。薄くすることができる、和紙のような軽

さ、風合いを作ることができる、引裂強度が嵩

いなどの特徴を活かした薄葉紙や軽呈紙、和紙

風の裔強度紙などの閲発が期待される。

口 木材パルプ、他の非木材パルプとの比較

前述のとおり、世界の全パルプ生産絋に占め

る非木材パルプの比率は 10％程度で推移して

いる。非木材素材としては、ケナフよりもワラ、

バガスなどを原料としたパルプの生産絋が大き

い。これはワラやバガスは第一目的である作物

を収穫したあとの副産物であるため、原料コス

トが非常に安いというメリットがあることが一

因であろう。逆にケナフの場合は栽培コストが

かかるため、品質面などでの付加価値が要求さ

れる。

ワラパルプは繊維長が短く引裂強度が弱い。

また、紙に不適合な異質の細胞を含有している。

ヘミセルロースが多く粘着性があり濾水性が低

く、紙質は脆弱でごわごわしており、不透明度

も低い。シリカの含有蘊が多く、薬品回収の点

でも問題が起こりやすいなど、短所も多い。

バガスについては、乾燥バガスの 65％が繊維

であるが、 25％はヒ°スであり、蒸解前にこのヒ゜

スを除去する必要がある。またペントザン含有

率が一般的な広葉樹に比べて 50％も多く、この

ケナフ栽培および利用の現状

口栽培概況

ケナフの生育期間は約 4 ヵ月で、この間

600mm程度の降雨、日照、 20度以上の地温が

栽培上の自然条件になっていることから、イン

ペントザンが多いことは、紙の不透明度の低下

につながる。

ケナフ繊維は靭皮部と木質部に分けられ、靭

皮部は針葉樹に近く、木質部は一般広葉樹の繊

維より短い。木材に近い性質をもっている一年

草と言える。ケナフパルプは強度的には針葉樹

KPと広葉樹 KPの間にあり、総合的な品質評

価は広葉樹 KPに近いが、製造コスト的には広

葉樹 KPに比べて割高になりがちである。しか

し、ケナフパルプには非木材素材を原料として

いるため、森林資源を保護する一助となるとい

う利点がある。

非木材パルプの繊維長

出所 ：Non-woodPI ant Fibre Pu Ip i ng, Progress 

Report No. 6, TAPPI 

ドネシアのほぼ全域が生育可能地域と考えられ

る。在Malangの農業省タバコ ・繊維作物研究

所 (RITFC: Research Institute for Tabacco 
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and Fibre Crops)によれば、地質や気候などの

点から東カリマンタンが最適地であるとしてい

る。詳細は不明だが、同地域には現在もかなり

まとまった面積の栽培があるという。 一方、後

述するスラバヤ郊外の Lamonganでケナフ栽

培に関わっている国営農固会社 (PTPNXI:PT 

Perkebunan Nusantara XI)の管理官は、農家

の技術水準を最優先するとの観点から事業化に

はジャワ島での栽培が適していると指摘する。

インドネシアでは以前から穀物用麻袋（ドン

ゴロス）や麻縄の原料としてローゼルの栽培が

盛んであった。中央統計局のまとめでは、 1991

年の栽培面積は2万2,500haであったが、近年、

原料はプラスチック製に取って代わられてきて

いることから、ローゼルの需要、栽培面租は年々

減少し、 2001年には l,300haに減少した。

ローゼルの栽培面積

6. 9 
啜暉叶 l 

出所：インドネシア中央統計局

ケナフの栽培面積については中央統計局の調

査でもカバーされていないが、RITFCによれば、

ケナフ、ジュート、ローゼルを合わせると年間

2万6,000ヘクターJレ程度が栽培されていると

みられている。前述のロセラの栽培面積を考慮

ケナフ裁培要領

すると、計算上のジュートとケナフの合計面積

は2万4,700ヘクタールとなる。

RITFCは、以下のようにケナフの栽培指浮を

行なっている。

裁培条件 ：幼苗期に水分を必要とするので、雨期の始めに播種するか、乾期の場合は灌漑が必要。栽培 i

地は標高 1,200m程度までの平地、土壌はpH44~6.0がよい。 ！ 

裁培技術：8~9月、種子を数日間浸漬し、芽出し作業後、播種する。湿地帯の場合は 12~2月でもよい。 i 

種子必要量は 15~20kg/ha。

15~20cm間隔の条播きとし、播種後2週間後に 1回目、 3週間後に 2回目の間引きを行なう。l
最終的に20X 20cm (25万本／ha)程度に仕立てる。 ； 
播種後2週間後に 1回目、 4週間後に 2回目の除草を行なう。 i 

l施肥 ：尿素300kg/ha
！収穫・調整 ：播種後 120日程度で茎を根元からカットし、 40~50本ごとに束ねる。束ねた茎を 12~15! 
i 日間浸漬し、軟らかくなった表皮を水面で叩きながら洗い落とす。3~7日間乾燥する。 i 
!........................................................................................................................................................................................................................................................! 

インドネシアでは般的にケナフはレッティ

ング後の「繊維」で取引され、上記の栽培要領

もレッティングを前提として考えられている。

ケナフ繊維の収凪は、乾燥直蘊換算でヘクター

Jレ当たり平均 3トン、栽培コストはヘクタール

当たり 400ドル程度といわれるので、ケナフ繊

維1トン当たりの栽培コストは約 134ドルとな

る。これを全茎で換算した場合は、ヘクタール

当たりの収且が乾燥重呈で 8~9トン程度とな

り、 トン当たりの栽培コストは 45~50ドルと
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なるが、レッティングが不要となるので若干安

くなると考えられる。

植付から収穫までは 4ヵ月、レッティング、

乾燥、納品のための調整を含めた期間は約 5ヵ

月となる。栽培期間が 8~1月になっているの

は、収穫時期を雨期の 12~1月に合わせるとレ

ッティングに必要な水が容易に得られるためで

ある。レッティングしない場合は、簡単な灌漑

設備さえあれば、どの時期でも栽培可能である。

インドネシアで使用されている品種はKRの1、

4、6、9、11であるが、 KRllが最も適してい

ると言われている。

栽培期間が 4ヵ月であれば年2作は可能だが、

ほとんどの栽培地では水田裏作として輪作を行

っている。インドネシア牒業の中心は稲作で、

ケナフの残澄（根、枝葉）が水田への有機物の

供給源となり、ケナフの連作障害を回避できる。

また、水田に怪備された灌漑設備をレッティン

グ用として使用できることなど、有利な点が多

い。ケナフ栽培が水田の裏作として共存可能で

あることは、水田がケナフの潜在的栽培可能地

となり得ることを示唆しているが、農家にとっ

ての収益性が大前提である。

インドネシアの器業は稲作が中心であり、股

用地の 40％近くが稲作用地となっている。イン

ドネシアでケナフを栽培するにあたっては、農

業構造を正しく理解する必要がある。

インドネシア農業用地割合 (2000年）

つまり、現在の土地利用によって、特に農地

の場合、ケナフと対比する作物の収益性によっ

て競合関係が生ずる。次頁に主要作物の収益性

を示した。

全茎ケナフの栽培を想定する場合、農家がケ

ナフ繊維B等級と同等の収益を上げるためには

トン当たりの買取価格は 85 ドル程度とする必

要がある。また、米と同等とするためには、 111

ドルとしなければならない。大豆の場合は 80

313 1.0 

405 1. 3 

2, 118 7 0 

541 1 8 

291 1 0 

14,984 49 2 

30,445 100 

ドルである。米の二期作の場合、年に 1回の収

穫の場合と比べて米の収鼠およぴ生産コストに

どの程度の変化が生じるのかが今回の調査では

不明なため、厳密な議論は他の機会に譲りたい。

しかし、 二期作を行っている地域に米とケナフ

の二毛作栽培を広める場合には、かなりの高値

で買取らざるを得ず、従い用途は収益性の見込

める商品に限定されてくる。一方、大豆栽培と

は十分に競争が可能であろう。
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競合作物の収益性

134.00 

45.00 

4. 78 

75.00 

253.05 

137.23 

317.00 

3.00 

9.00 

4.53 

1.29 

357. 15 

599.60 

312. 18 

出所 ：インドネシア中央統計局、 FAOSTAT、聴き取りから作成

□ Lamongan地域のケナフ栽培
今次調査では、東ジャワのスラバヤ近郊の

Lamongan郊外で現地調査を行なった。

当地では、 PTPNXIが 11の部落で約2,000

ヘクタールの農民によるケナフ栽培を指尊・管

理している。ケナフを水田裏作としており、栽

培期間はおよそ 8~1月、繊維で販売するため

レッティング用水確保の観点から雨期の 12~1

月に収穫時期を合わせている。収呈は乾燥繊維

重鼠で約 3ton/ha（全茎乾燥重品換算で 8~

9ton/ha)である。当地の栽培体系、生産性は

ほぼインドネシアの標準と一致する。

PTPNXIは日本の販売先（大手自動車メーカ

ー）と 「繊維」での独占的な取引契約を結んで

おり、農民によるレッティング後、 「繊維」を買

上げている。

Lamonganでもかつて、農民はローゼルを栽

培し、PTPNXIは麻袋や麻縄の原料用としてロ

ーゼルを農家から買い上げていた。しかし、ロ

ーゼル原料の需要が減少したことを受けて、

PTPNXIは10年程前から新しい需要の見込め

るケナフに転換し、農家への栽培 ・収穫後処理

の指導を始めた。現在、当地の農業は稲作とケ

ナフが中心である。

ケナフパルプ生産の可能性

現在、東南アジアでケナフを商業ベースで生

口利用概況

ケナフについては栽培と同様、消尭 ・需要に

ついても、詳細な統計資料はない。PTPNXI、

およぴ RITFCの聴き取りをもとに利用の概況

を以下にまとめた。

かつて、インドネシアでは他の東南アジア諸

国と同じように、麻袋の材料としてローゼル、

ケナフを栽培していたが、安価なプラスチック

製袋の台頭により需要は大幅に減少した。70年

代末頃、ケナフ繊維を原料とする麻袋工場は国

内に 8工場あったが、 97年には 3工場、 2003

年には 1工場となった。

パルプ用材料としては、 1980年代に国内で生

産テストが行われたが、必要な面積が確保でき

ず、設備コストが高過ぎたために商業化には至

らなかった。その他、自動車部品の材料、合板

の材料用などに使われているとの情報があった

が、詳細は確認できなかった。

現時点では国内にケナフに対するまとまった

需要はない。これは競合する需要がないという

ことでもあり、新規事業の原料調達という観点

からは、好条件にもなり得る。

産しているのは、タイのPhoenix社のみである。
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Phoenix社は Asthma(KAMYR)型の連続蒸

解釜でクラフト法により 350t.on／日の生産を

行っている。ただし、近年は原料の集荷が困難

であり、ケナフパルプの生産は年末の一時期だ

けであり、通常はタケ、ユーカリを原料とした

パルプを生産している。

ロ ケナフのパルプ化設傭
非木材原料のパルプ化には木材パルプにはな

い特有の技術が必要になる。非木材の中で最も

技術的に完成されているのが、バガスのパルプ

化である。このバガスのパルプ化技術は大部分

が他の非木材にも応用可能な汎用技術である。

その技術とは、脱ヒ ス゚法、貯蔵法、連続パルプ

化設備、漂白技術、リファイニング技術などで

ある。特に注目されるのが、貯蔵法と連続パル

プ化設備である。

ケナフを含む非木材繊維の蒸解には各種の蒸

解釜が有効である。生産性、環境適性、収益性

の観点から連続蒸解釜に絞り込むと、 Asthma

型、 Pandia型、 M&D型の 3方式があり、それ

ぞれに短所長所がある。Pandia型は構造がシン

プルであり、メンテナンスも容易である。

Asthma型は原料を選ばないという利点がある

が、他に比べて設備コストが高くなるという難

点がある。ケナフやバガスなどの互本類のみな

らず、同 1 の設備を使って将来的にユーカリ等

木材チップの蒸解も行うことが想定される場合

にはAsthma型が適している。また、 M&D型

は搬送設備にフライトコンベヤーをもつ構造上

の特徴から、原料がよじれにくい利点がある。

しかし、七、砂などの異物の混入により生ずる

摩耗には弱い。ケナフはその原料の特性上、蒸

解前に洗浄工程を設けたとしても、蒸解工程へ

上砂が混入することは避けがたい。また、ケナ

フ原料のチッピング精度が不十分であれば、不

必要な長繊維が蒸解工程で生じる恐れがある。

その場合M&D型ではスクリューフィーダーや

ロータリーバルプ内でねじれが生じロープ状と

なって、操業に支障をきたすトラプルが発生す

る。

その他、ケナフのパルプ化工程にはケナフ特

有の問題点がある。まず、乾燥によりハンドリ

ングが困難になることである。一定期間貯蔵さ

れたケナフは水分を失って柔軟性がなくなり、

定鼠的なハンドリングが難しくなりがちである。

対策として乾燥したケナフチップにシャワー水

をかけることが考えられるが、含浸したケナフ

は圧縮されにくくなり、またハンドリングの困

難性を引き起こす。別の問題点として、ケナフ

は木材に比べて嵩高であり、同じ容凪の装置を

使って処理できる木材の重鼠を 100とした場合、

ケナフは 90程度の処理しかできないというこ

とがある。また、ケナフはサポニンを含むため

発泡しやすく、洗浄工程、漂白工程でトラブル

を生じやすい。さらに、木材パルプと比較した

場合、濾水性が著しく悪いため、洗浄機の設計、

抄紙性に注意を要する。

このように、ケナフチップは木材チップとは

本質的に異なるという認識に立って、機械設備

の選択、設計を行うことが重要である。

□ PT Kertas Leces社工場設傭概蔓
インドネシアからの要請内容は、国営紙パル

プ製造会社の既存設備を利用したケナフパルプ

製造の可能性検討である。同社は 1939年に設

立された国内で 2番目に古い製紙工場で、東ジ

ャワのスラバヤから南東に約 110km の

Probolinggo郊外に位置する。近年は主業であ

るバガス（サトウキビの絞り粕）を原料とする

紙パルプ製造が、砂糖の国際市場価格の低迷で

バガス調達が不安定になり、遊休設備を抱える

状態に陥っている。

PT Kertas Lecesは1939年設立で、 100％政

府出姿の会社である。従業員は約400人を抱え

ている。
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パルプ設備

バガスパルププラント (NaOHパルプ）

2ライン(6年前から休転中）

バガスパルププラント (SCPパルプ）

パガスパルププラント (CTMPパルプ）

1985年設置

100トン／日

125トン／日

100トン／日

10トン／日

古紙パルププラント 1 | 250トン／日

注 ：第 1、第2パルププラントは撒去済み、第3プラントは 3~6月は休転

Baggase raw material 

抄紙

#3 Puip Plant LIne 
Pandia contineous Cooking Digester 
Soda cooking C: 10% 

Bleaching 
C-E-H 82-87 ISO 

設備

Black Liquor 7% 
碑

Black Liquor 45% 
| Cascade evaporator | 
Black Liquo「50-55%

R/8 l 

襲晶諏幅

oo 
2.45 

2.45 

5.25 

2.40 

6.40 

瓢畠

土
3
0
7
0
2
0
0
 
40 I ティッシュ

300 I 新聞用紙

1939 

1970 

1984 

1984 

1986 

紙・板紙総生産能力 20万トン／年

ロ ケナフパルプ生産の可能性
Kertas Leces社の調査対象工場は、ケナフパ

ルプについても簡単なテーブルテストを行った

実絞があるので、非木材素材を使ったパルプ生

産にも知見 ・技術を有し、ケナフパルプの蒸解

に適した Pandia蒸解釜を所有していることか

ら、屈本的なテスト生産は行える。

本格生産の nJ否決定には、小規模のテストを

繰り返さなければならないが、Pandiaのテスト

釜を利用すれば少且のケナフパルプテストがで

きる。第 3プラントがバガス不足で休転する 3

~6月を利用して、同社の現在のオペレーショ
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ンを乱すことなく小規模生産テストを実施でき

る。テスト生産は少且から段階的に蘊を増やし、

技術的 ・品質的な問題がクリアされた段階で、

コスト競争力やマーケティング面からの検討が

必要になる。今回の調査では「日本市場向け」

としているものの細かい想定はしていない。そ

のため、詳細な目標値の設定までは踏み込んで

いないが、次のステップヘの簡略的な試算を以

下にまとめた。

:・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・--・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 

l CIFJapanese Portを 600ドル台と想定

l ①ケナフパルプ生産コスト・・・・・(350~)400ドル／トン
全茎ケナフの歩留まりを 50％と仮定するとパルプ l卜／につき 2トンの全茎ケナフか必要である。

l ②栽培コスト・・(45~)50ドル／トン（全茎）X2トン＝100トキル
l ③農家利益（栽培コストの20%)............,_gQドル
l ①十②十③＝520ドル
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これらに加え、今回、詳細調査が及ばなかっ

た④栽培地から工場への原料輸送我、工場から

日本までの輸送弁、保険料を含めて、目標値と

の比較・検討が必要である。

さらに、本格的事業を展閲するにあたっての

現存設備の改修の必要性、工場内オペレーショ

ンコストの内訳等も詳細に分析し、収益性を慎

重に見極める必要があろう。

事業者にとって同社工場を利用する最大のメ

リットは、現在すでに同社が所有する有形無形

のインフラをそのまま利用できる点にある。テ

スト段階でも段階的に数鼠を増やしていく手法

を取れば、大きなリスクを伴わずにテストを進

められる。本格的な事業展閲になっても、簡易

な設備の改修ですむ可能性が高いので、多大な

新規投資が避けられる。

口 今後の具体的取り組み案

今後のテスト生産をはじめとする取り組みの

流れを次のように整理した。

①Pandiaテストプラントを使用し、 1トン程度

の少誠の蒸解テストを行う。

②第 3プラントを使用して数十トン規模のテス

ト生産を行なう。この段階で目標とする品

質・用途を見定め、 CIFJapanese Portで600

ドル程度という目標値の達成が可能か否かを

見極める必要がある。その際、今回得られな

かった生産コストや設備の詳細データに基づ

き、必要に応じて設備の改修、新規投資につ

いても検討する必要があろう。

③ケナフパルプ数十トンのテスト生産がクリア

されれば、第 3プラントの 3~6月の停止期

間中に日産 100トンの生産を行う。この段階

までに、上述した詳細なコスト分析、設備改

修の可否、マーケティングが終了している必

要がある。

④原料の全茎ケナフ調達については、第一段階
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（上述①）では 2~3トンで大きな問題は生

じない。第二段階（上述②）では 100トン以

上が必要になるので、適切な調達計画を作成

しなければならない。第三段階（上述③）に

至ると、毎日、 200~300 トンの全茎ケナフ

を利用するので、栽培についても十分な調査

を実施し、確実な調達計画を作成しなければ

ならない。調達計画を作成する際、稲作中心

の既存農業との共存、農民との協力関係、栽

培指導 ・管理、運輸、土地の権利関係などに

鑑み、 RITFC、PTPNXIなどとの協力体制

を構築し、その枠組みを利用して原料生産す

ることが望ましい。



社団法人海外農業開発協会は昭和50年4月、我が国の開発途上国等における農業の開発協

力に寄与することを目的として、農林水産省・外務省の認可により設立されました。

以来、当協会は、民間企業、政府および政府機関に協力し、、「青報の収集・分析、調査・研究、 事

業計画の策定、研修員の受入れなどの事業を積極的に進めております。

海外農林業開発協力促進事業とは

多くの開発途上国は、農林業が重要な経済基盤の一つを占める構造になっていることから、我

が国の民間に対しても、同分野への積極的な協力が内外から期待されております。当協会では経

済的自立に必要な民間部門の発展を促すうえで、政府間ベースの開発援助に加え我が国民間ベ

ースによる農林業開発協力の推進も欠かせないとの見地から、昭和 62年度より農林水産省の補

助事業として「海外農林業開発協力促進事業」を実施しております。

当補助事業は今日までの実施の過程で、開発途上国における農林産物の需要の多様化、 高度

化などを背景とする協カニーズの変化および円滑な情報管理・提供に対応するための拡充を行い、

現在は次の3部門を柱としております。

1優良案件発掘・形成事業（個別案件の形成）

農林業開発ニーズなどが認められる開発途上国に事業計画、経営計画、栽培などの各分野

の専門家で構成される調査団を派遺して技術的・経済的視点から開発事業の実施可能性を

検討し、民間企業などによる農林業開発協力事業の発掘・形成を促進します。

民間ベースの開発途上国における農林業開発協力事業の企画・立案に関して、対象国の農林

業開発、地域開発、外貨獲得、雇用創出、技術移転などの推進に寄与すると期待される場合、有

望作物・適地の選定、事業計画の策定などに必要な現地調査を行います。

相談窓ロー~ー一~
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2 地域別民間農林業協力重点分野検討基礎調査事業（基礎調査およびセミナー）

農林業投資の可能性が高いと見込まれる地域に調査団を派遣して、当該地域の農林業事情、

投資環境、社会経済情勢を把握・検討し、検討結果に基づく農林業開発協力の重点分野を

セミナーなどを通じて民間企業に提示します。

セミナーでは、農林業投資を検討する上で必要となる基礎的情報とともに、現地政府関係機関

および業界各方面から提出された合弁等希望案件を紹介します。

これまでに、①インドネシア、②ベトナム、③中国揚子江中下流域（上海市、浙江省、江蘇省、湖

北省、安徽省）、④中国渤海湾沿岸地域（北京市、天津市、遼寧省、河北省、山東省）、⑤中国揚

子江上流域（四川省）、⑥中国南部地域（雲南省、広西壮族自治区）、⑦中国北部地域（内蒙古自

治区、寧夏回族自治区、甘粛省、新張ウイグル自治区）、⑧中国中部地域（山西省、河南省、映西

省）、⑨チリ、⑩ラオス、⑪カンボジア⑫フィリピンを対象にセミナーを開催しました。

3.海外農林業投資円滑化事業（企業参加型調査、地球規模問題対応型調査および情報提供）

海外事業経験の少ない企業などが参加した調査団を開発途上国へ派遣し、農林業の開発ニ

ーズ • 生産環境などを把握します。 民間セクターでの実施が望まれる地球規模問題にかかわ

る事業への投資を促進するため、現地調査を実施し、関連情報の収集・分析を行います。

［企業参加型調査］ 業界団体、企業などの要望に沿った現地調査を企画・立案し、協会職員

が同行します。現地調査では、現地側の企業ニーズ、投資機関などの開発ニーズの把握と事業候

補地の調査、現地関係者との意見交換などを行います。参加企業は、実費（航空賃、宿泊費、食

費など）の負担が必要です。

［地球規模問題対応型調査］ 21世紀の地球がかかえる食料・環境・エネルギーにかかわる農

林業関連事業への民間投資促進の観点から、酸性土壌、塩類・アルカリ土壌、泥炭土壌の改良に

よる食料増産、未利用植物資源の活用・飼料化、アグロフォレストリー、環境保全植林、バイオマス

エネルギー生産などに関する基礎的情報を収集します。

これら調査の結果概要などの投資関連情報は、情報誌「海外農業投資の眼」に掲載します。

1 - - （ ！竺□会 ［竺言］1（内線6783) I 
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フィリピンの「ドリアン」

学名： Duriozibethinun Murr 

［パンヤ科： BOMBACACEAE]

英語名： Durian

フィリピン名： Durian

香りが濃厚な在来種は、種子が大きく果肉が薄いため可食部が少ないことから栽培面積を減少させた。

タイから導入された香りが弱く果肉部分が大きいモントン種、チャニ一種から優良系統が選抜され普及

している。増殖は、野生ドリアンや在来種の幼苗を台木に優良品種の芽を接ぎ、ポット育苗している。

元来、熱帯雨林の植生であるドリアンは、低緯度地帯にしか生育していなかったためミンダナオ島特有

の果実であったが、近年ではルソン島でも栽培され果実が実っている。全国でおよそ1万ha、そのほとんど

がミンダナオで栽培されている。なかでも南ミンダナオ地方ダバオ周辺で5,000程度が栽培されている。

未熟果は追熟しないので、生果の販売では適期の収穫と収穫後処理の技術向上が重要である。収穫最

盛期には、果肉をコンデンスミルクと砂糖で練ったキャンディーやジャム、クッキーなど加工食品の製

造に向けている。果実は冷凍庫保存で半年間保持できるのでドリアンアイス、インドネシアで製品化さ

れているドリアンシェーク、フリーズドライといった高度加工技術による製品の多様化が待たれる。

近年、日本でもタイ産ドリアンが大型スーパーに出回るようになったが、日本の消費者が大きな刺と

強烈な臭いの果実にどう反応するか注視したい。最近では、臭いを完全に閉じ込めた特殊なパッケージ

で果肉だけを販売する新しい形態もあらわれた。嗜好者拡大に包装技術が改善されつつある。

（第一事業部渡辺哲）
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